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架け橋期の教育の充実
～子どもに関わる全ての人のウェルビーイングのために～

栃木県幼児教育センター顧問 大豆生田 啓友

栃木県では、架け橋期の教育の充実に向けた取組がとても進んでいること、

うれしく思います。

先日、令和6年度栃木県教育研究発表大会の幼小連携部会で、「園長・校長のリー

ダーシップがつなぐ架け橋期の子どもたち」と題した実践発表を聞くことができ

ました。園長・校長がペアになって、交流から、さらにそれぞれの取組を新たに

していく 2組の実践は素晴らしいものでした。子どもを真ん中にした取組は、単

に子どものウェルビーイング（幸せな状態にあること）につながることに加え、保育者・教師のウェルビー

イングにつながることがよく分かる実践でした。おそらくそれは、 保護者や、地域のウェルビーイング

にもつながっていくことでしょう。その原点は、「こども基本法」にも示されている方向性「子どもの

声を聴く」ことなのです。保育でも、授業でも、一人一人の「あなたはどうしたい？」が大切にされる

かどうかがカギとなります。

私は、いま全国で、往還型研修を行っていますが、保育者も、教師もみんなが「子どもの声を聴く」

ことから始める実践が広がっています。それは、幼稚園もこども園も保育所も小学校も共通なのです。

ある自治体では、小学校長も研修を受講し、学校に贈られた大谷選手のグローブを使ってキャッチボー

ルをしたいという子どもの提案を受けて、子どもと教師が共に参画してその使い方のルールを決める会

議を作り、使えるようになったという取組を発表しました。多くの学校で大谷選手のグローブがガラス

ケースの中にしまわれている中で、「子どもの声」が尊重される素晴らしい取組でした。

一方、多くの園で、今までの運動会等の行事を大人が一方的に決めてしまうのではなく、子どもとの

サークルタイムなどで決めていくといった取組が広がっています。それは、子ども自身が社会を作って

いく担い手、エイジェンシーであることを実感できる取組です。

大人がすべて管理してしまうのではなく、子どもも一人の権利の主体者として尊重されることを通し

て、ウェルビーイングにつながるのです。架け橋はその大きな突破口となり、こう した取組が数年後に

は、どこの園・学校でも当たり前になることを願っています。架け橋期についての認識を共有することが、

子どもも、保育者・教師も、保護者も、地域も、ワクワクが広がる持続可能な社会づくりの重要な核と

なるでしょう。

皿’ロL、9口
令和7年3月発行I|で“|着”’’

【架け橋期の教育の充実に関する指導資料】

翠鱈霊瓢の教育に関する
認識の共有を目指して
～全ての大人が立場の違いを越えて～

架け橋期の教育の充実を図るためには、

子ともに関わる全ての大人が立場の違いを越えて連携 ・協働する ことが必要です。

しかし、 「遊びを通して学ぶ」「具体的な体験や活動を通して学ぶ」という架け橋期の教育の特性が、

社会全体に認識されておらず、誤解されている現状があります。

そこで、本リーフレットでは、架け橋期の教育について広：＜設頃Kの共有を図るために、
幼稚園・こ とも園・ 保育所、 小学校、保護者、行政が立場の違いを越えて、

それぞれの立場でできる取組についてま とめま した。

御覧になっていただき、 子•どもが本来もっている力を最大限に発揮できるように、
それぞれができることを一緒に考えていき ましょう。

「架け橋期の子ども＿って最高におもしろい！___J
子ともに関わる全ての大人が、そんなふう に思える社会にしませんか。

栃木県総合教育センター幼児教育部 栃木県幼児教育センタ ー
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連携組織を支え、ピジョンを共有したり合同研修を実施し

たりすることで、幼小の教職員が相互に学びを深めている。

小学校の校長先生を夏祭りごっこに招待した。自分たちの力で

遊びを進めていく子どもの姿を見た校長先生は驚き、次年度に向

て保育園と小学校の連携をどのように進めていったらよいq

小学校で話し合うことになった。
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架け橋期の

子どもたちは、

自発的に活動できる！
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三
・教育委員会と保育主管課の一元化

・連携組織の設置

・合同会議の開催 など

一
園だよりやHP等による発信

・保育公開

・園開放 など
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保育・教育活動の充実
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＾ ●讐悶とりをする！

こども園の運動会の1年生招待の競技を、 1年生自身で決め

てみるというのはどうか小学校へ相談した。 1年生担任が生活

科等の時間に話し合う機会を設け、年長児と1年生が一緒に行

う「たすけつなひき」に子どもたちが決めた。

運動会当8は、年長児と1年生が協力し、互いに生き生きと

取り組む姿が見られた。
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架け橋期の

子どもたちは、自

話合いができる！

一
・ドキュメンテーションによる発信

・合同研修会への参加

・保育公開と協議 など
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「保護者会」と「おやじの会」代表者で話し合い、体験型のイベントを企画し

た。お寺からホタ）しを見に行く途中の農道で、子どもたちは虫やカエ）し、ヘビを

見つけたり、友達と歌ったり喋ったり、非8常を満喫し大人よりずっと元気だっ

た。近所の農家さんではキュウリをいただいた。美味しそうに食ぺる子どもたち

を見て、「うちの子も食ぺてる！ 」と、普段野菜を食べない子の保護者から驚き

の声があがっていた。

保護者自身も田舎の農道を歩くことで、「ジプリみたい！ 」と童心にかえり、か

けがえのない体験を通して子ともと同じ気持ちや感動を味わうことができた。

〇讐:f交流計画を？り

いかす ふかめる
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授業・教育活動の充実
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幼小の交流を行うにあたり、子どもたちの自主的な活動に

するために、幼保の先生と情報交換しながら交流内容を見

直し、実態に合った交流計画を考えた。活動を通して、 1年

生は自信をもつことができ、年長児は小学校への期待感を

高めることができた。
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たのしむ 保護者ながる 内 ｀

・子どもに五扇ご主守竪唖雙，’‘‘

ナ橋期の子ども

的な体験を取り

的に活動で

・スタートカリキュラムの周知・実施

・合同研修会への参加

・学級懇談会での説明 など

どもたちl
心揺さぶら

験

生活科を中心に幼児期の経験を生かし、直接体験や身体表現を取り入

れた授業実践を行うことで、生き生きと

組の様子を、外部へ広く発信するととも
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一
・情報交換会の実施

・施設の開放

・校内研修の実施 など

保育参観等を活用し、幼児期の様々な遊びに関するミ

二講話を行ったり、行政主催の「就学に向けた説明会」を

笠
実施したりすることで、保護者の安心をつないでいる。

架け橋期に

大切にしたい子とも像と

大人の心もち！

一•PTA総会で架け橋期を話題に・保護者会や役員会で発信

•おやじの会の活動をプ0グで発信 など

その他の取組に

ついてはこちらから► 三
・就学相談

・親子で参加するイベントの開催

・広報誌の発行 なと・

https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/cyosa/PDF/R06_chosakenkyu_etc.pdf?utm_source=website&utm_medium=pdf&utm_campaign=chosa_etc_R06
https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/cyosa/PDF/R06_chosakenkyu_etc.pdf?utm_source=website&utm_medium=pdf&utm_campaign=chosa_etc_R06
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架け橋期の教育の充実
～子どもに関わる全ての人のウェルビーイングのために～

栃木県幼児教育センター顧問 大豆生田 啓友

栃木県では、架け橋期の教育の充実に向けた取組がとても進んでいること、

うれしく思います。

先日、令和6年度栃木県教育研究発表大会の幼小連携部会で、「園長・校長のリー

ダーシップがつなぐ架け橋期の子どもたち」と題した実践発表を聞くことができ

ました。園長・校長がペアになって、交流から、さらにそれぞれの取組を新たに

していく 2組の実践は素晴らしいものでした。子どもを真ん中にした取組は、単

に子どものウェルビーイング（幸せな状態にあること）につながることに加え、保育者・教師のウェルビー

イングにつながることがよく分かる実践でした。おそらくそれは、 保護者や、地域のウェルビーイング

にもつながっていくことでしょう。その原点は、「こども基本法」にも示されている方向性「子どもの

声を聴く」ことなのです。保育でも、授業でも、一人一人の「あなたはどうしたい？」が大切にされる

かどうかがカギとなります。

私は、いま全国で、往還型研修を行っていますが、保育者も、教師もみんなが「子どもの声を聴く」

ことから始める実践が広がっています。それは、幼稚園もこども園も保育所も小学校も共通なのです。

ある自治体では、小学校長も研修を受講し、学校に贈られた大谷選手のグローブを使ってキャッチボー

ルをしたいという子どもの提案を受けて、子どもと教師が共に参画してその使い方のルールを決める会

議を作り、使えるようになったという取組を発表しました。多くの学校で大谷選手のグローブがガラス

ケースの中にしまわれている中で、「子どもの声」が尊重される素晴らしい取組でした。

一方、多くの園で、今までの運動会等の行事を大人が一方的に決めてしまうのではなく、子どもとの

サークルタイムなどで決めていくといった取組が広がっています。それは、子ども自身が社会を作って

いく担い手、エイジェンシーであることを実感できる取組です。

大人がすべて管理してしまうのではなく、子どもも一人の権利の主体者として尊重されることを通し

て、ウェルビーイングにつながるのです。架け橋はその大きな突破口となり、こう した取組が数年後に

は、どこの園・学校でも当たり前になることを願っています。架け橋期についての認識を共有することが、

子どもも、保育者・教師も、保護者も、地域も、ワクワクが広がる持続可能な社会づくりの重要な核と

なるでしょう。

皿’ロL、9口
令和7年3月発行I|で“|着”’’

【架け橋期の教育の充実に関する指導資料】

翠鱈霊瓢の教育に関する
認識の共有を目指して
～全ての大人が立場の違いを越えて～

架け橋期の教育の充実を図るためには、

子ともに関わる全ての大人が立場の違いを越えて連携 ・協働する ことが必要です。

しかし、 「遊びを通して学ぶ」「具体的な体験や活動を通して学ぶ」という架け橋期の教育の特性が、

社会全体に認識されておらず、誤解されている現状があります。

そこで、本リーフレットでは、架け橋期の教育について広：＜設頃Kの共有を図るために、
幼稚園・こ とも園・ 保育所、 小学校、保護者、行政が立場の違いを越えて、

それぞれの立場でできる取組についてま とめま した。

御覧になっていただき、 子•どもが本来もっている力を最大限に発揮できるように、
それぞれができることを一緒に考えていき ましょう。

「架け橋期の子ども＿って最高におもしろい！___J
子ともに関わる全ての大人が、そんなふう に思える社会にしませんか。

栃木県総合教育センター幼児教育部 栃木県幼児教育センタ ー




